


ビジネス成功の秘訣はこちらから

色の標準化を念頭に置き、いち早くプロファイ
ルメーカー、測色器を導入し自社の印刷機の
プロファイルを作成、DDCP運用を行ってき
たが、精度の高い管理が必要な高品位印
刷の色校正においては、まずは本機校正か
らスタート。高精細印刷、広色域印刷のノウ
ハウを蓄えた後「PX-H10000」の導入により
効率的なDDCP運用を実現した。特に広色
域印刷のDDCPにおいては、色見本の色域
が狭い場合、印刷はそのポテンシャルを発揮
しきれず「宝の持ちぐされ」となってしまうの
だが、「PX-H10000」の再現領域の広さによ
り、Kaleidoの持つクオリティを最大限に引き
出すことにも成功している［図］。広色域印刷
とPX-H10000のペアは、お互いの最高水準
を出し合ってカラーマネジメントができるという
最高の組み合わせなのである。
またさらなる効率化として「PX-H8000」を品
川の営業部へ導入し、先進的なリモートプ
ルーフを実現している。東京（町屋）の印刷
事業部の「PX-H10000」と同じ色が出力可
能で、自動測色器により技術者が常駐しない

営業拠点でもプリンターのメンテナンスは問
題ない。今まで色校正の受け渡しには、社内
の定期便で半日から1日かかっていたが、プ
リンターの出力時間だけとなったのは画期的
である。「PX-H10000/PX-H8000」の導入、
自動測色器の活用により、スピーディー、タイ
ムリーな色校正提出が可能となり、効率化＝
競争力の向上にもつなげていけるのだ。昨
年12月には名古屋の印刷事業部にも導入
しており、東京での印刷との色合わせを行
い、社内の標準化も推進している。

今後の取り組み

リョーインでは、高品位印刷がDDCP化され
手軽に出力できることで、営業部隊の意識
改革ツールとして、ひいては受注拡大のため
のクライアントへの提案ツールとして、
MAXARTを活用できると期待している。ま
た、リモートプルーフは将来的には全国にあ

る同社の約20拠点に設置し、色校正がどこ
でも出力できる仕組みを目指し、さらにすそ野
を広げたクライアント内での運用も視野に入
れている。歴代のMAXARTシリーズの
ユーザーとして、MAXARTのさらなる進化
にも期待を寄せているのである。
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進化を極めた高画質と高生産性

図：KaleidoインキとPX-Hシリーズのガマット
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マックスアートによる印刷プルーフの最新事例やRIP情報など印刷業務に役立つ情報をお届け!!


